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　秋の行楽シーズン。「どこかに行こうかな」そう思ったときは遠い

観光地ばかりではなく近くにも目を向けてみましょう。身近なところ

でいろいろなイベントがあるのです。

　合併して大きくなった古河市。10月から11月にかけて、この広い

古河市のあちらこちらで毎週のようにイベントが開催されました。菊

まつりや産業祭、文化祭に芸術祭など、どれも見応え十分。市民の皆

さんが参加して作り上げているものも数多くあります。

　たくさんの人が集まるイベントが、古河の秋を彩りました。

秋を彩る古河のイベント
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　古河菊まつりは、菊の愛好家た

ちが古河菊花愛好会を立ち上げ、

昭和28年に福寿稲荷神社で開催

したのが始まりです。数年後、こ

の取り組みを市が観光事業の目玉

として支援するようになり、さら

に発展しました。市民と市が協力

して育
はぐく

んできた古河菊まつりはふ

るさとの秋を彩る伝統行事となっ

ています。

　今年も10月25日から11月20日

まで、古河総合公園で開催されま

した。会場内に展示された菊は約

1,300鉢。大輪の三本立菊、千輪

菊、小菊による懸
けん

崖
がい

などが豪華絢
けん

爛
らん

に咲き誇りました。

　訪れた人の中には「毎年必ず見

にきています。即売会で花を買う

のも楽しみですよ」と話す人もい

ました。

　古河菊まつりと同時期（10月

27日～11月23日）に、ネーブル

パークで総和菊まつりが開催され

ました。平成６年から始まったこ

の菊まつりは、今年で12回目に

なります。

　広々とした会場に飾られた菊の

数は約1,300鉢。来場した人たち

は、菊花愛好家が丹精こめて育て

た見事な菊に見入っていました。

　また、土・日曜日と祝日には菊

むすめが来場者をお出迎え。菊む

すめと写真を撮る人も多く、まつ

りに花を添えていました。

　期間中の11月13日にはイベン

トも開催。演芸会で、総和民謡舞

踊歌謡連合会の踊りや民俗芸能保

存連絡会の太鼓、プロの歌手によ

る歌などが披露されたほか、いも

煮会や物産展も開かれました。

▲入り口を入ってまず目に

飛び込んでくるのが総合花

壇。見事な花壇です。この

ほか、盆栽菊なども人気が

ありました。また、11月３

日と13日には菊花50鉢が

抽選で無料で配られました

▲古河菊まつりは、今年で 53 回目を

迎えました。半世紀以上も続く伝統あ

る行事です

▲育てるのが難しいといわれる菊。こ

こまで立派に育てるには、大変な手間

と苦労がかかっていることでしょう

▲菊むすめは３人。菊まつりだけでは

なく、さまざまなイベントでも活躍し

ています

▲一番咲いている時期に見ようと、何

度も訪れる人もいます

▲

11月13日のイベ

ント。演芸会のス

テージ前にはたくさ

んの観客が集まりま

した。また、姉妹都

市・真室川町の物産

展や、もちつき大会

も開かれました

古河菊まつり

総和菊まつり
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三和産業祭

古河よかんべまつり

　第25回三和産業祭が、11月３

日（文化の日）に三和健康ふれあ

いスポーツセンター前の広場で開

かれ、家族連れなど大勢の人出で

賑
にぎ

わいました。

　晴天に恵まれたこの日、会場に

は農協や商工会をはじめ、三和地

区の商工業者や団体などが多数出

店し、新鮮な農作物などを販売し

たほか、焼きそばや焼きとりなど

の模擬店が軒を連ねました。

　特に地元産の手打ちそばや、バ

ラと米の無料配布は大人気で、長

蛇の列ができていました。

　また、噴水広場では、三和中学

校吹奏楽部のミニコンサート、幼

稚園児による和太鼓や総勢約100

人による郷土芸能保存会の三和祇

園ばやしが披露され、祭りを一層

盛り上げていました。

　古河よかんべまつりが11月５日・６日の両日にわたり古河総合公園で開か

れ、家族連れなど約８万5,000人が訪れました。

　会場では、市内の商工業者などが出店し、物産品の販売や企業のPRを行い

ました。また、メインステージでは、子どもたちに大人気のテレビヒーローの

キャラクターショーや幼稚園児によるマーチングバンド、吹奏楽の演奏会など

が披露され、まつりを一層盛り上げていました。

　そのほか、開催期間中に古河よかんべまつり実行委員会(古河商工会議所、

古河市、古河市観光協会、JA茨城むつみ古河支店が協賛)が、インド・パキス

タン地震の災害義援金を来場者に呼びかけました。合計金額３万8,950円が集

まり、日本赤十字社へ渡されました。

▲採りたての新鮮野菜は大人気

▲つきたてお餅にも長蛇の列 ▲りんご娘が笑顔で「いらっしゃーい」

▲集客力抜群の幼稚園児の

演技

▲会場には古河城が復活！？

▲紙すき・絵手紙づくり

▲JAまつり会場では地元で採れた農

作物を販売

▲憧れのヒーローと握

手

▲シャチホコじゃな

くてフナホコでした
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文化祭・芸術祭

　芸術の秋。この季節になると芸

術作品を鑑賞したくなる人や、創

作活動をしたくなる人も多いので

はないでしょうか。

　古河市内には、文化・芸術活動を

している人がたくさんいます。そ

んな皆さんの活動の発表の場とし

て、古河市民文化祭（古河会場）、

古河市民芸術祭（総和会場）、古河

市民文化祭（三和会場）が開催され

ました。

　古河市民文化祭（古河会場）は

９月23日から11月27日の２カ月

間にわたり開催。期間中はさま

ざまな催しが、古河地区の各施

設で開かれました。なかでも11

月３日から６日にかけて古河体育

館で行われた総合展では、書道や

写真、美術、フラワーデザインな

ど、たくさんの作品を展示。多く

の人が会場を訪れました。

　古河市民芸術祭（総和会場）

は、９月30日から11月13日にか

けて開催されました。こちらの総

合展は９月30日から３日間、総

合体育館で開催。絵画や書、写真

など６科目で700点以上の作品が

出品されました。どの作品を見て

も力作ばかり。油絵をじっと見て

いた女性に話を聞くと「プロでは

なく一般の人がこんなに上手な絵

を描けるなんてすごい。私も以前

に少しやっていましたが、また描

いてみようかな」と芸術祭に影響

を受けている様子が伺えました。

　このほか、期間中にはユーセン

ター総和と生涯学習センター総和

（とねミドリ館）で音楽祭や展示

会などが開かれ、市民の皆さんの

芸術活動が披露されました。

　古河市民文化祭（三和会場）は

11月３日から６日の４日間の日

程で開催。三和公民館では華道展

や茶会、将棋大会、囲碁大会が行

われました。また、三和健康ふれ

あいスポーツセンターでは、市民

の皆さんの作品展示や、音楽・舞

踊・着付けの発表会が開催されま

した。

　古河市全体が芸術・文化のまち

となった秋でした。

▲

古河市民芸術祭

（総和会場）総合

展の開催中、会場

では、「人形劇」

「茶会」「フォー

ク ダ ン ス の 集

い」や「マジック

ショー」「ニット

ショー」も行われ

ました

▲

古河市民文化

祭（古河会場）

古河市合唱祭

▲▲古河市民文化祭（古河会

場）総合展では茶会も開かれ

ました。会場内のすばらしい

作品を見たあとに、おいしい

お茶とお菓子をいただくとい

う楽しみ方もできます

▲古河市民文化祭（三和会場）、力作ぞろいに足も

止まります

▲古河市民文化祭（古河会

場）小中学校音楽祭

▲古河市民芸術祭（総和会

場）うたと踊りの祭典

▲古河市民文化祭（古河会

場）小中学校絵画展

▲古河市民芸術祭（総和会

場）小中学校音楽会
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秋の褒章・叙勲、各種表彰特集

　黄
おう

綬
じゅ

褒章は、業務に精励し衆民

の模範である人に授与されます。

市内では、宮戸俊策さんが受章さ

れました。

　旭
きょく

日
じつ

章は、国家または公共に対

し功労のある人で功績の内容に着

目し、顕著な功績をあげた人に授

与されます。市内では松浦清吉さ

んが受章されました。

　瑞
ずい

宝
ほう

章は、国家または公共に対

し功労のある人で公務等に長年に

わたり従事し、成績をあげた人に

授与されます。市内では松本寛さ

んが受章されました。

　平成 17年度納税表彰式におい

て、古河税務署管内青色申告会連

合会会長で古河青色申告会会長の

白石和宏さんが、財務大臣表彰を

受けました。多年にわたる申告納

税制度の普及発展に努められた功

績が極めて顕著であることが認め

られたことによります。

　平成17年度「卓越した技能者の

表彰（現代の名工）」表彰式におい

て、和裁の佐藤孝子さんが、厚生

労働大臣表彰を受けました。技能

の程度が卓越しており、当該技能

において第一人者であり、他の技

能者の模範と認められることによ

るものです。

　平成 17年度生涯スポーツ優良

団体表彰式において、古河壮年

サッカー愛好会が文部科学大臣表

彰を受けました。長年にわたりス

ポーツの普及振興に尽力し他の模

範となる顕著な成果をあげたこと

によるものです。

白石　和宏さん（横山町一丁目）

佐藤　孝子さん（旭町）

古河壮年サッカー愛好会の皆さん

宮戸　俊策さん（平和町）

ミヤト倉庫（株）会長

松浦　清吉さん（大手町）

元山梨労働基準局長

松本　寛さん（中田）

元各種統計調査員

秋の褒章 秋の叙勲

黄綬褒章 旭日単光章 瑞宝単光章

財務大臣表彰 厚生労働大臣表彰 文部科学大臣表彰
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　茨城県では、多年にわたり地域の発展や社会福祉の向上に尽力された

人、ボランティア活動等により社会に貢献された団体並びに顕著な活

躍により茨城県のＰＲに尽力された人の功績を顕彰し、感謝の念を表す

るとともに、県民の範とさせるため、毎年秋に茨城県表彰を行っていま

す。今年は市内から３人１団体が表彰されました。

　受賞者・団体は右のとおりです。

○特別功労賞

　詩人

　　粕谷　榮市さん（本町２丁目）

○功績者

　茨城県乳業協会会長

　　中田　俊男さん

　元茨城県商工会議所連合会副会長

　　篠原　健治さん（鴻巣）

○功績団体

　八俣ふきの芽会

○卓球

　９月 18 日に水戸市民体育館で

行われた茨城県卓球選手権大会シ

ングルス 65 歳以上の部で、木村

次雄さんが優勝し、県代表として

山口県で行われた全国大会に出場

しました。

○サッカー

　９月 23 日～ 10 月２日に鹿島

市新浜海浜公園で行われた第 17

回高円宮杯全日本ジュニアユース

大会茨城代表決定戦で、アズーＳ

Ｃが優勝しました。

○野球

　10 月１・８日に水戸市民軟式

球場で行われた第７回関東学童軟

式野球秋季大会茨城県大会で、上

辺見ファイターズが優勝しまし

た。

熱戦を制した上辺見ファイターズ

▲表彰式典で知事と。粕谷榮市さん（最後列左端）と篠原健治さん（最前列左端）

木村　次雄さん（上辺見）
茨城県代表となったアズーＳＣ

▲ふきの芽会代表者の皆さん

▲中田俊男さん

茨城県表彰

県大会の覇者たち



老　人
医療費

１部負担金
（１割または２割）

老人保健拠出金
（保険者54％）

公費（税金46％）

（国30.6％ 県7.7％ 市7.7％）

＋＝
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○安心して医療を受けられる老人医療制度 

　老人保健医療制度は、お年寄りの皆さんが病気になったとき安心して

医療を受けられることを目的としてつくられました。平成14年10月に

医療保険制度が改正され、75歳以上（現在は段階的に昭和７年９月30

日以前に生まれた人）がこの制度の対象となっています。

○老人医療はみんなが支えています

　老人医療費は、お年寄りが医療機関にかかったとき、本人が窓口で支

払うのは定率（１割または一定以上所得者の場合２割）の一部負担金だけ

で、あとの費用は国民健康保険等の各保険者が共同で負担している「老

人保健拠出金」と、国・県・市で負担する公費（税金）で賄われています。

○増加が見込まれる高齢者の医療費

　今後も高齢社会が進み、医療費が増大すると見込まれています。１人

当たりの老人医療費も毎年増加傾向です。高齢社会に適応できる医療保

険制度を維持し、安心して医療を受けられるように、医療費の現状を理

解しましょう。

○医療費を有効に使いましょう

　高齢になると病気にかかりやすく、また治りにくくなるため、どうし

ても医者にかかることが多くなります。以下のことを心がけるととも

に、医療費にも関心を持ち適正な医療を受けましょう。

・病院のかけもち（重複受診）はやめて、信頼できるかかりつけの医者を

　持ちましょう。

・必要以上の薬をほしがらず、無駄なく正しく服用しましょう。

・定期的な健康診断で、病気の早期発見・早期治療に心がけましょう。

・生活習慣病の予防のため、栄養バランスのよい食生活、適度な運動、

　十分な休養を心がけましょう。

○老人医療費の算出式です

※段階的に公費が増加し、平成18年10月には拠出金50%公費50%の割合になります。

老人保健医療特集

適正な医療を！　～老人医療費の現状～

正しい生活習慣を身につけ、健康維持に留意することが、
　　　　　　　　　　　　　　　ひいては医療費の節約にもつながります。
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○旧三市町の老人保健医療費等の比較をしてみました（平成16年度老人保健年報及び概況より）

□凍結しやすい場所は?

○水道管がむき出しになっているところ　　○風当たりの強いところ　　○水道管が北向きにあるところ

○日常、水道水をあまり使わないところ

□凍結を防ぐには……

○給水管や蛇口には布きれや毛布、専用の保温材を巻き、濡れないよう

　に上からビニールテープを隙
すき

間
ま

がないように巻いてください。

○水道メーターのボックス内には、発泡スチロールや古い布の詰まった

　ビニール袋を入れ、ダンボールなどをのせて保温してください。

○水抜き栓・不凍水栓を使用している家庭は、就寝時や留守の際、水抜

　きを忘れずに。

□水道管が凍ってしまったら……

〇蛇口を開け、凍った部分にタオルか布をかぶせ、蛇口に近いほうからぬるま湯をゆっくりとかけます。急に

　熱湯をかけると、破裂したり、ひび割れしたりすることもあるので、注意してください。

□破裂やひび割れしてしまったら……

〇水道メーターボックス内の止水栓を閉めて水を止め、破損やひび割れた部分に布やテープを巻きつけるなど

　応急手当をしてから、お近くの指定給水装置工事事業者へ修理をお申し込みください。

【問】　水道課　本庁☎92－3111、古河支所☎22－5111、三和支所☎76－3780

気温がマイナス 4℃以下になると、給水管や水道メーター、蛇口が凍って水が出なくなったり、破裂

したりする水道の凍結事故が多くなります。

医療費に関心を持ちましょう

　市では、医療費の適正化対策の一環として老人保健受給

者の皆さんに、２カ月に１度、医療費通知をお送りしてい

ます。これは医療費の額を知っていただき老人保健制度の

理解を深めてもらうとともに、健康に対する意識を高めて

いただくことを目的として実施しています。 

【問】　保険年金課医療係　本　　庁☎92－3111
　　　　　　　　　　古河支所☎22－5111
　　　　　　　　　　三和支所☎76－1511

健康こそが最大の医療費節約です。栄養・運動・休養で健康な生活を送りましょう。

冬に備えて～水道管凍結防止～　
　　　　　　　　　　　　　　　寒さは水道の大敵。冬場に備えて、早めに冬じたくをお願いします。



広報古河広報古河 2005.12. 2005.12.1110

　新しい古河市農業委員会委員が決まりました。委員会は旧古河

市・旧総和町・旧三和町の公選による委員38人のほか、農業協同

組合、農業共済組合、および土地改良区から推薦された３人と、

学識経験のある農業委員４人が議会から推薦され、計45人で構

成されています。

　また、初の総会が９月28日に開催され、会長に松沼憲治氏、

会長職務代理者に白石一郎氏と靏見昌芳氏が互選されました。

　新しい農業委員は次のとおりです。

農業委員会特集

古河市農業委員を紹介します
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　空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節を

迎え、今年も秋の全国火災予防運動が11月

９日から15日までの７日間にわたり実施さ

れました。古河市消防団では、期間中全27

個分団が各受け持ち地区を夜間巡回広報し

て、火災予防を呼びかけました。火災は、生

命・財産を脅かす災害です。一人ひとりが注

意して、火災のない古河市を築きましょう。

　10月23日、第56回茨城県消防

ポンプ操法競技大会西南地区大会

が水海道市で開催され、古河市総

和消防団第10分団が準優勝しま

した。この大会は、出動態勢から

放水までの確実な操作と時間を競

うものです。市民生活を災害から

守るボランティアの消防団員の皆

さん。日々の訓練の成果が実りま

した。

▲火点に向かって全力疾走

▲古河市総和消防団第 10 分団の皆さん

▲火は瞬く間に建物をおおいます▲いざ出動……がないように火の管理には細心の注意を

消防特集

「あなたです  火のあるくらしの  見はり役」

ポンプ操法大会 準優勝
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　11月12日、広域中央運動公園総合体育館をメイン

会場として、第８回青少年のための科学の祭典総和大

会が「科学は生活を変える 科学は世界を変える 古河

のちびっこ世界にとびだせ」という願いを込めて開催

されました。

　会場内外のブースには、参加した小・中・高校、大

学や企業、さらには街の科学者たちの、子どもたちに

科学の楽しさ・すばらしさを伝えるための仕掛けがズ

ラリ。子どもだけではなく大人も十分に楽しめる催し

でした。

第８回　青少年のための科学の祭典　総和大会

古河市横断に挑戦 !
ジョイントウォーキング
　10月30日、静御前会議主催による「第３回YOU・遊・

夢街道まつり」が行われました。古河総合公園から三和

健康ふれあいスポーツセンターまでの約14.7㎞を徒歩

で横断。参加者は350人。しっかり準備体操をして、午

前10時に出発。古河駅を横切り、十間道路をひたすら

東へ。東北新幹線を越え、フラワーロードで一休み。田

園風景を横目にさらに東へ。新４号国道を渡り、ゆっく

り歩いてゴールへ到着。約３時間の徒歩の旅を楽しんで

いる様子でした。

▲科学って面白い。会場内は未来の科学者たちで

いっぱい

▲手作り乾電池作成中 ▲うまく飛ぶかな、私のロケット ▲ロボットコンテスト直前、マイロ

ボット最終調整

▲

家
族
で
友
達
同
士
で
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
古
河
横
断

H O T N E W S
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「手づくりまつり」は
みんなのまつり

　11月9日、陸上選手の苅部俊

二選手（アトランタ五輪４×400

メートルで５位入賞、400メート

ル障害元日本記録保持者）が諸川

小学校５年生に短距離走、ハード

ル走、走り高跳びなど陸上競技の

指導を行いました。

　これは、文部科学省と㈶日本体

育協会が行う「スポーツ選手ふれ

あい指導事業」の一環で、苅部選

手から教えてもらった児童たちは

「早く走れるようになった」「苅部

選手に褒められたよ」と大はしゃ

ぎ。スポーツへの関心を深めるこ

とができたようです。

先生はオリンピック
選手

　11月６日、三和地区で一斉清

掃が行われました。早朝から72

行政区全域で、道路などにポイ捨

てされたごみを回収しました。こ

の活動は市と区長会の共催で、年

２回春と秋に実施しています。

　「みんなが暮らす街だから、い

つもきれいにしておきたい」「拾

う人の気持ちを考えたら、ポイ捨

てなんて……」、参加して改めて

感じる環境美化への思い。

シルバー人材セン
ターが一つに
　高齢者の就業を支援しているシ

ルバー人材センター。市内には

（社）古河総和広域シルバー人材

センターと三和町シルバー人材セ

ンターがありますが、古河市の合

併に伴い、この二つのシルバー人

材センターが統合することになり

ました。

　統合のための調印式を、10月

28日に中央公民館で開催。古河

市長と（社）茨城県シルバー人材

センター連合会長を立会人とし

て、統合契約を締結しました。来

年４月１日に統合し、新生（社）

古河市シルバー人材センターが誕

生します。

　身体や心にハンデを持つ人、お

年寄り、子どもとともに、多くの

人々のふれあいの場をめざして毎

年開かれる「手づくりまつり」。

今年も10月23日に古河福祉の森

で開催されました。

　会場内の「まつりの広場」で

は、吹奏楽コンサート、フラダン

ス、輪投げなど、見て参加して楽

しいアトラクションが盛りだくさ

ん。「ボランティアの広場」では

点字や手話の講習会、竹馬や手づ

くりおもちゃのコーナーもありま

した。おなかがすいたら「模擬店

の広場」へ。心もおなかも満たさ

れるお祭りでした。

　いつの日か必ず、ポイ捨てがな

くなることが市民の共通の願いで

す。

▲トップアスリートと競争だ

きれいな通り、きれいな街　－三和地区一斉清掃－

▲手をとり合って楽しく踊ろう
▲県下最大の会員数と事業実績を持つ

シルバー人材センターが誕生します

▲

年
々
減
っ
て
は
き
て
る
け

ど
…
…

▲拾ったごみもきっちり分別

H O T N E W S
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－農業に携わったのは……

　昭和27年、学校を卒業して親

のもとで就農しました。当時は農

家の長男は農業を継ぐのが当たり

前でした。また、慢性的な食糧不

足でしたので、つくりさえすれば

なんでも売れ、前進栽培（ビニー

ルハウスなどで季節より早く栽培

すること）すれば高く売れる時代

でした。でも、私が学校で６年間

学んだ農業化学の先生は「化学肥

料は土を老化させる」が持論。私

はそれを守って安全な農作物栽培

に努めました。

－具体的にはどのようなことを……

　農作物栽培には土が大切。その

土は微生物の働きで作られると

思っています。

　40数年前に、前進栽培するた

め夏きゅうりを不自然なビニール

ハウスの中で真冬に収穫量をピー

クにするには多量の熱資材が必要

でしたので、落葉や稲ワラの発酵

熱を利用したのです。今日では、

電気も油も豊富にありますが、今

でも電気や重油は最低限の使用に

して、化学肥料の代わりに自家製

の安全確認済みの有機質肥料を使

い、消費者の食の安全や健康需要

に応えています。

　親の代から行ってきた、竹やぶ

や落葉の中から採った土着の微生

物を、米
こめ

糠
ぬか

を利用して独自の方法

　「曾我兄弟」「忠臣蔵」となら

び、日本三大仇
あだ

討
う

ちの一つ「鍵
かぎ

屋
や

の辻
つじ

の決闘」。講談や小説で度々

取り上げられる、三十六人斬の荒

木又右衛門はご存じの方も多いと

思います。

　今回はこの「鍵屋の辻の決闘」

を描いた作品『天下騒乱』をご紹

介します。著者の池宮彰一郎は大

正12年東京生まれ。脚本家を経

て平成４年『四十七人の刺客』で

作家デビュー。同作で新田次郎文

学賞、ほかに柴田錬三郎賞等を受

賞しています。

　この作品、「どこが古河と関係

あるの?」と思われる方もいらっ

しゃるでしょう。ところがどう

して、古河と大変関係の深い人物

が描かれているのです。『天下騒

乱』の中心的登場人物は三人。仇

討ちの主役・荒木又右衛門、又右

衛門の剣の師匠・柳生十兵衛。そ

して、仇討ちを超えて旗本対大名

の戦さに発展しかねないこの難事

件の収拾に辣
らつ

腕
わん

を振るう、時の幕

府年寄（のちの老中）・土井大
おお

炊
いの

頭
かみ

利勝。この土井利勝こそ古河藩

十六万石・土井家の藩祖となるそ

の人なのです。

　利勝は「智謀並ぶものなし」と

謳
うた

われ、徳川家康・秀忠・家光の

三代にわたり初期の幕府を支えた

実力者でした。巷
こう

説
せつ

では家康の

「御
ご

落
らく

胤
いん

」ともいわれ、のちには

大老にまで昇りつめました。

　ところで現在の古河の春の風物

詩・桃まつり。古河の地に桃を最

初に植えたのは利勝と言われてい

ます。薪
たきぎ

不足の解消のため、生長

が早い桃を植樹したのでした。ま

た、歴代古河藩主中、在籍期間が

もっとも長かったのは利勝を祖と

する土井家で、現在でもその影響

は街のあちらこちらに色濃く残っ

ています。まさに、利勝が古河の

まちの礎をつくったといっても過

言ではありません。

　そんな土井利勝が活躍する『天

下騒乱』。正月早々には、新春ワ

イド時代劇としてテレビ放映され

るとのこと。古河ゆかりの人物を

「読む」「見る」二重に楽しんでみ

るのも一興です。

（古河文学館　秋澤正之）

　現代において誰もが関心の高い「食の安全」。半世紀前に「食の安

全」に着目し、安心・安全な農作物作りを「松沼方式」といわれるボカ

シ肥料によって探求する、農業家松沼憲治さんにお話を伺いました。

『天下騒乱－鍵屋ノ辻－』

池宮彰一郎著

松沼　憲治さん

（水海・72歳）

－Book Review－
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◇一般書

・「告白」

チャールズ・ジェンキンス　著

　韓国駐留の米軍兵だった彼が北

朝鮮へ渡った理由、曽我ひとみさ

んとの運命の出会い、拉
ら

致
ち

の実態

と、他の被害者の消息…。北朝鮮

でのすべてを明らかにするノン

フィクション。

出版社　角川書店

・「女教皇ヨハンナ」

ドナ・クロス　著

　カトリック教会の記録から抹消

され、伝承としてのみ語られてき

た男装の女教皇。ヴァチカンが実

在を拒否し続ける伝説のヒロイン

の物語。

出版社　草思社

まくらがとは…万葉集にある古河にかかる枕詞

で増殖させ、これを

種菌として米糠、菜
な

種
たね

粕
かす

その他数種類の

材料を発酵させて作

った微生物の塊のよ

うなものが「ボカシ

肥」です。純度の高い「ボカシ肥」

は、肥料だけではなく土の団
だん

粒
りゅう

化
か

（土をふわふわさせること）と

土の中の堆
たい

肥
ひ

の養生との相乗効果

もねらいです。結果として40年

以上の連作が可能となりました。

　病害虫防除は、科学農薬に頼ら

ず、黒砂糖・玄米酢・ドブロクを

基にした手作り植物農薬、モミ酢

やニンニク等を調合して作った害

虫忌避剤を散布し、自然の摂理に

従った農業をしています。

－今後の目標は……

　安全・安心な農作物栽培は話せ

ば１分、書けば１行ですむ簡単な

言葉です。しかし、その方法を確

立しようと努めていますが、毎年

が１年生で、反省ばかりです。一

生かかっても確立できないでしょ

う。でも、数多くの人から「この

農法を後輩たちに伝えるべきだ」

との声をいただいていますので、

微力ながらお役に立てればと思っ

ています。

◇児童書

・「かめきちのたてこもり大作戦」 

村上 しいこ　著

　かめきちが公園へ行くと、し

んごがひとりで寂しそう。「かあ

ちゃん、おれのさみしい気持ち

なんか、ちっともわかってくれ

へん」と悲しそうなしんごに「大

丈夫や。まかしとき」と言ってし

まったかめきちは……。

出版社　岩崎書店

－ますますのご活躍を期待いたし

ます。本日は貴重なお話をありが

とうございました。

　10年間にわたって農業専門誌

出版社の依頼によりに自らの農法

を執筆している松沼さん。ボカ

シの作り方の販売用ビデオの制作

や、農業技術書「発酵利用の減農

薬・有機栽培」を企画出版してい

ます。そのため国内はもとより海

外から視察団や研修、講演依頼が

絶えません。

・「ゆきのひのホネホネさん」 

にしむら あつこ　著

　ホネホネさんはゆうびんやさ

ん。ゆきがふったのでスキーをは

いて出発！ザクザクシューッ、ザ

クザクシューッとすべってたくさ

んの人にゆうびんをとどけます。

 出版社　福音館書店

（三和図書館資料館 燦SUN館）

図書館

おすすめの図書

▲手作りのボカシ肥料生産（1992 年）

▲

安
全
・
安
心
、
愛
情
注
い
だ

キ
ュ
ウ
リ
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　三和地区では、平成５年から６つの小学校

区単位でコミュニティ団体をつくり、それぞ

れの団体が特色ある活動をしています。

　その中の一つ、名の崎会は名崎小学校区で

組織された団体です。15行政区の約2,400世

帯が会員となり、「親しみ ふれあい やすら

ぎ」をテーマに活動してい

ます。防犯パトロールや夏

祭りなどさまざまな活動を

していますが、特に力を入

れているのがスポーツを通

しての交流です。11月19

日には、毎年恒例の「ファ

ミリースポーツ大会」を三

和東中学校で開催しました。この大会でも重

視しているのが、人とのつながり。他のス

ポーツ大会ではあまり見られない、三世代で

楽しむ競技があるのも人とのつながりを大切

にしている表れといえるでしょう。

　もう一つ、特徴的な活動は「名崎サンタ宅

配便」です。これはサンタクロースに扮
ふん

した

役員が、各家庭にプレゼントを届けるという

もの。サンタになった役員は「プレゼントを

持っていくと、すごく喜んでくれるし、中

にはお礼の手紙まで用意し

てくれている子どももいま

す。できる限り続けていき

たいですね」と、ふれあい

の大切さを感じています。

　会長の舟本巌雄さんは

「コミュニティ活動は、人

　　　　　　　　々がふれあうことで、防犯

や一人暮らしの高齢者など最近の問題を解決

することにも役立ちます。このような活動

を、この地区だけではなくもっと広げていき

たいですね」と話していました。

　今年のNHK大河ドラマ「義経」もいよいよ

最終回を迎えます。源義経や静御前の伝説は

全国各地に残っていますが、市内にも静御前

の伝説が多く残っています。

　中田の光了寺には静御前の舞
まい

衣
ころも

と伝える

ものが残されています。これは「蛙
あ

蟆
ま

龍
りょう

の御
ぎょ

衣
い

」（縦93㎝、横59㎝）とよばれています。

中国の明
みん

時代（1368年～1644年）の末期に

製作されたと考えられ、市指定文化財（工芸

品）になっています。

　伝承では、静御前が京都の神
しん

泉
せん

苑
えん

での雨
あま

乞
ご

いの舞で、みごと雨が降った褒美として後

鳥羽天皇から賜ったものといわれています。

　市内の静御前伝説は、江戸時代に光了寺

から出されていた「静
しず

女
か

蛙
あ

蟆
ま

竜
りょう

舞
のぶ

衣
い

略
りゃく

縁
えん

起
ぎ

」

（木
もく

版
はん

摺
ずり

）がもとになっていると思われま

す。文政9年（1826年）に出された略縁起に

は、古い版
はん

木
ぎ

が摩滅したので改版した旨が記

されていて、文政９年以前から略縁起が出さ

れ流
る

布
ふ

していたことがうかがえます。また文

化人の関心も高く、松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

らによって舞

衣の箱や袱
ふく

紗
さ

などが寄進されています。

　略縁起の改版や諸品寄進の年代により、

18世紀後半から19世紀前半が、舞衣が広く

宣伝され注目された時期だったといえるで

しょう。

　なお舞衣拝観の場合には、事前に連絡をと

るようにしてください。

話・和・輪で地域を一つに　名の崎
はな

会

静御前の舞衣

コミュニティ通信

古河の文化財

▲蛙蟆龍の御衣

▲名崎サンタ宅配便
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　サークル館（総和勤労青少年ホーム・総和

働く婦人の家）の太極拳講座の卒業生が母体

となって４年前に発足した女性ばかりのクラ

ブです。

　最初は９人でスタートして、現在は24人

で賑
にぎ

やかに活動しています。毎週火曜日の午

後、サークル館の体育室に三宮美代先生（講

座のときからの先生）をお迎えして、たっぷ

り２時間の太極拳。精神統一して呼吸を整

え、悠久の音楽にあわせて体をゆっくりと動

かします。

　年齢もばらばらの24人ですが、太極拳を通

して体力をつけ、健康を保つという目的は皆

同じ。時々は太極拳を離れて、お花見や食事

会なども行いながら和気あいあいと楽しく活

動しています。 

　楽しみといえばもうひとつ。普段の活動の

中の休憩タイムです。太極拳は、見た目は

ゆっくりしていますが、実はかなりハードで

す。一生懸命動いた後に、飲み物やお菓子な

どを持ち寄って、しばしのおしゃべりタイ

ム。ストレス発散のためにもおしゃべりは大

切……先生の教えでもあります。

 「太極拳とおしゃべりで、気持ちがまろやか

になったかも」と話してくれるクラブ員の人

も。太極拳にまつわる先生のお話も、とって

も心を穏やかにしてくれます。

　アパート暮らしで、赤ちゃんが泣き出すと

ストレスになってしまう。旦那さんが出勤す

ると、赤ちゃんと二人っきり。姑さんとうま

くいかなくて……。

　赤ちゃん連れのお母さ

ん、部屋に閉じこもってい

ないで、古河総合公園に来

てみませんか？

　公園なら、ご近所さんを

気にせず、赤ちゃんを大

声で泣かせても大丈夫です

よ。遠い昔、古河公方さん

も、赤ちゃんの夜泣きが激

しいときは、おんぶして館の周りを散歩した

のでしょうかね？

　12月の園内は、落ち葉がいっぱい。葉っ

ぱを両手いっぱいに集めて舞いあげたり、足

をブルドーザーにしてカサカサとかきわけ進

めば、ちょっとした気分転換になりそうです。

　イタズラ盛りのちびっ子がいるお母さん

も公園に来てみましょう。部屋の中にいる

から、「散らかさないで」「それさわっちゃダ

メ」なんて、ついつい叱
しか

っ

ちゃう。落ち葉遊びで、お

子さんと一緒に、楽しく、

葉っぱを散らかして遊んで

みてはいかがでしょうか。

元気に遊べば、夜更かしの

ちびっ子もぐっすり、お母

さんはニッコリ！

　　　　　　　　　このコーナーでは、公園

づくり情報を紹介しながら、公園における市

民生活（パークライフ）の楽しみ方を、皆さ

んと一緒に見つけていきたいと思います。

【問】古河総合公園管理棟

パークマスター　☎47-1129

悠久のリズムで心と体をリフレッシュ　太極拳クラブ

赤ちゃんと一緒に冬の公園を楽しもう！（古河総合公園）

パークライフ

趣味ゆうゆう

▲
ゆ
っ
く
り
と
心
乱
さ
ず

▲落ち葉のシャワーだ、ザバアッ♪
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　愛知県に住んではや８年、それ以前にも４年住んでいたので延べ12年

となります。

　16歳と14歳になる娘は古河が故郷とはもう思っていないかもしれませ

ん。子どもたちには２回も転校をさせ、その度に「友達ができるだろう

か」と心配しましたが、ここ愛知県は合縁奇縁、最初からたくさんの友達

ができ、無用な心配でした。今では私たち家族にとってこちらが完全に生

活の基盤となっています。

　さて、そんな中、ふるさと古河へは何度も出張や定期帰省で訪れている

ので、実家や会社の近辺の変化に気づきませんでしたが、改めて振り返れ

ば大きく変わったようです。この夏に帰省したとき、自転車で旧昭和町か

ら長谷寺に抜けようと散策しながら通ってみると昔の道とは全く違ってい

て、古河市役所前（今は支所）に出てしまいました。高校時代の感覚で通

りましたので、20数年ぶり、浦島太郎のようでした。

　古河の思い出ですぐに思い浮かぶのは旧古河駅です。私が20歳くらい

までの古河駅は木造で、もちろん自動発券機はなく、窓口で厚紙の切符を

買いました。線路も高架線ではありませんでしたので、踏み切り待ちの渋

滞の光景が懐かしく思い出されます。特に旧鍛治町側の踏み切りはすぐに

閉まってしまいました。そういえば、一度遮断機が閉まってしまい、車ご

と踏み切り内に取り残されたことがありました。でも当時は「遮断機のお

じさん」なる人がいて、その人に助けてもらったという思い出があります。

　古河駅西口を降りると駅前通りの左手には喫茶店や洋菓子屋、右手には

食堂やレコード店があり、突き当りには本屋。学生時代には、本屋やレ

コード店を巡り、最後は喫茶店に。ちょっと暗めの店内でコーヒーを飲み

ながら、もの思いにふける。当時で言うところの

モラトリアムな時間を過ごしていました。今から

思うととても贅沢な時間を駅周辺の商店街か

らいただいたような気がします。

▲1970年ころの旧古河駅舎（西口）。明

治の時代から現在まで姿を変えながら思

い出のランドマークとして

愛知県在住

　　　　渡辺　均 さん



人口と世帯

表紙写真EnjoySports

広報広報古河古河 2005.12. 2005.12.11 19

総人口　146,958人　（-37）

　男　　 73,700人　（- 2）

　女　　 73,258人　（-35）

世帯数　 51,502世帯（+28）

（ ）内は前月比

（10月末日現在　住民基本台帳から）

　年を取ると、体のさまざまな

機能が低下します。脳も「神経細

胞の数が減る」「血流が悪くなる」

「萎
い

縮
しゅく

する」などの変化が生じ、

機能が低下します。

○前頭前野の働き

　脳は、いくつかの領域に分けら

れます。その中の「前頭前野」は

脳の司令塔とも呼ばれ、「ものを

考える」「理性的になる」などの働

きをします。加齢による脳機能の

低下や認知症は、この機能が衰え

ることで起こります。意外なこと

に前頭前野は、物事を熱心に考え

たり、複雑な計算をしたりすると

きにはあまり働きません。

○前頭前野のトレーニング

①１桁
けた

の足し算・引き算など簡単

　な計算問題を解く。

②声を出して新聞や本などの文章

　を読む。

③日記をつける。

④料理をしたり、絵を描いたりし

　て指先を使う。

⑤人との会話を楽しみ、大いに笑

　う。一緒に遊ぶのも良い。

○トレーニングの効果

　10分程度、毎日行うと効果的

です。医学的には３カ月後に、ト

レーニング前より脳機能がよく

なったことが確認されています。

意識的に脳を

トレーニング

することが、

脳の老化や認

知症の予防に

役立ちます。

（健康推進課）

　天高く馬肥ゆる秋。11月

は、市内でさまざまなイベン

トが行われました。

　写真は11月３日に開催さ

れた三和産業祭でのひとコ

マ。幼稚園児による和太鼓の

演奏です。少しのけれん味も

なく奏でられる威勢の良い太

鼓の響きは、澄み渡った秋空

高くまで届きそう。集まった

大勢の観客からは、盛大な拍

手が送られていました（関連

記事は４ページ）。

健康情報局健康情報局健康情報局

　初めてスキーをしたのは19歳

のとき。絵に描いたような美しい

雪山の景色に感動し、一瞬でス

キーが好きになりました。始める

前は寒がりで冬の季節があまり好

きでありませんでしたが、スキー

を始めてからは天気予報で「雪」

の予報が報じられるとわくわくし

ます。

　スキーの魅力はなんと言っても

一面に広がる銀世界を滑る爽
そう

快
かい

感。スキーの後の温泉も楽しみの

ひとつですね。

　今後の目標はバッジテストで１

級を取ること。２回挑戦して失敗

しているので今度こそ合格したい

です。

　最近はスキー大会にも出場して

います。第37回花桃杯では、女

子Ⅲ部（50代の部）で優勝しまし

た。大会に出ると選手としてのド

キドキした気持ちを味わえるので

楽しいです。

　スキーは子どもから大人まで幅

広い年代で楽しめるスポーツ。やっ

てみたいと思ったら、古河スキー協

会などで実施しているスキーツアー

に参加してみてください。きっと新

しい世界が開けますよ。

めざせ健康長寿－脳の老化を予防しよう－

いつまでもスキーを楽しみたい

 長塚 由美子さん（幸
さいわい

町
ちょう

）



アンケート締切
平成17年12月15日（木）
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用紙

古河市　市章アンケート
もっともふさわしいと思う作品を１つ選び○をつけて

ください

住所

氏名

古河市

※住所・氏名は必ずご記入ください。記入がない場合は無効となりま

す。集計後、この用紙は市役所で責任を持って処分いたします。

２つ以上○をつけると無効投票になります

★投票できるのは市内在住の人で、

　　　　　　　　　１人につき１票です

A B C D E

アンケート投票場所

※決定した市章には、若干、色やデザインの補正をします。

A B C D E
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　　　　環境にやさしい大豆油インキを使用しています。
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　平成17年10月11日に古河市市章候補選定委員会が開催され、

応募作品1,026点の中から新古河市のデザインにふさわしい５点

の作品が選定されました。

　今回、この５点の候補作品についてアンケートを実施し、新

「古河市章」を決定します。

　皆さんからの１票をお待ちしています（投票は１人１票です）。

投票締切　平成17年12月15日（木）

○古河市役所

　本庁・古河支所・三和支所　各市民課ロビー

○中田公民館　　　　　○ユーセンター総和

○古河西公民館　　　　○三和図書館資料館（燦SUN館）

○古河東公民館　　　　○三和農村環境改善センター

○小堤公民館（つつみ館）

●上記、いずれかの施設で投票してください。

●施設によって開設時間が異なりますのでご注意ください。

●不足分の用紙は、各投票所に備え付けてあります。

【問】　本庁企画政策課　☎92－3111

「こ・が」の文字を組

み合わせ、利根川、

渡良瀬川、関東平

野、猿島台地など豊

かな自然を図案化し

たもの。

古 河 の 頭 文 字 の

「K」を、希望に満

ちあふれた青空へと

飛び立つ鳥としてデ

ザインしたもの。

古河の「こ」の文字

を、関東平野と利根

川をイメージし、合

併数を配した清流で

表現したもの。

古河の「古」の文字

を基調に豊かな自然

の中でいきいきする

古河市民を象徴的に

表現したもの。

頭文字の「古」をモ

チーフにして、躍動

感があり希望に満ち

た「いきいき古河」

をイメージしたもの。

新「古河市」の市章アンケートを実施します

もっともふさわしいと思う作品を１つ選びアンケート用紙の記入欄に○をつけてください。


